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学校施設の目指すべき姿（学校教育審議会答申案） 

 

学校施設は、教育活動を行うための基本的かつ重要な要素の一つであり、千葉市学校教育推進

計画に掲げる「目指すべき子どもの姿」と「教育目標」の実現に向けて、児童生徒のより豊かで

発展的な学びを保障していくためには、充実した施設環境を確保していくことが求められます。 

同時に、学校施設は、地域住民等の多くの人々が関わる施設でもあり、多様な利用者に配慮し

た施設づくりも求められるなど、時代の変化に応じた整備を実施していく必要も生じています。 

一方、千葉市の学校施設は、昭和４０年代から５０年代にかけての児童生徒数の急増時に建設

されたものが多数あり、その施設の約８０％が建築後３０年以上を経た現在、建物内外部や設備

配管機器等の老朽化が進んでおり、これらへの対応が求められています。 

さらに、少子高齢社会が進展する中で、千葉市の児童生徒数が減少傾向にあることを勘案し、

学校環境の整備を実施する必要があります。 

このような中で、千葉市では、施設の安全性の確保を第一とし、さらに、時代の要求に応じて、

学習環境や生活環境の向上、地域との連携・協働等も見据えながら、学校施設づくりを進めてい

きます。このため、下記のとおり「学校施設の目指すべき姿」を掲げ、今後の環境整備に取り組

んでいきます。  

 

 

○ 安全性の確保 

学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす場であり、事故や事件等が発生することのない、

安全・安心で衛生的な環境を整えることが不可欠です。 

また、学校施設は、災害時における地域防災拠点（避難所等）として、重要な役割を担って

おり、防災機能の強化という観点も重要です。 

そこで、建物・設備の老朽化対策のみならず、地域防災拠点としての安全性及び機能の強化

を図る整備を行うことで、安全・安心で衛生的な学校施設を目指します。 

 

○ 学習環境の向上 

学校施設は、教育活動を行うための基本的な要素の一つであり、すべての児童生徒に対して、

充実した教育を十分に展開し、豊かな学びを保障できるよう、多様な学習活動を可能とする環

境を整えることが必要です。同時に、将来における教育改革や学ぶスタイルの変化等にも、柔

軟に対応していくことができる学習環境を整備することも重要です。 

 そこで、これらの点を考慮した整備を行うことで、児童生徒の学習環境の向上を目指します。 
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○ 生活環境の向上 

  学校施設は、すべての児童生徒・教職員にとって快適な環境であることが求められる生活の

場であることから、生活様式の変化や社会の多様化等に留意し、機能性や利便性を高めること

が重要です。 

  加えて、持続可能な社会の実現に向けて、学校施設においても、省エネルギー化の推進等に

よって、環境負荷の低減を図ることが重要です。 

  そこで、これらの点を考慮した整備を行うことで、児童生徒・教職員の生活環境の向上と環

境負荷の低減を目指します。 

 

○ 地域とともにある学校施設づくり 

児童生徒の豊かな学びや健全な成長を支えるためには、学校だけでなく地域が参画し、学校

と地域との交流を通して、一体となって学校教育を推進していくことが重要です。  

また、学校施設には、防災拠点としてだけでなく、地域住民や地域で活動する様々な団体の

生涯学習活動や地域活動の場としての役割も期待されており、学校と地域とが連携・協働して

いくことで、学校を核としたコミュニティづくりが推進されることなども見込まれます。その

ため、学校施設が有効に活用され、地域から愛着を持って支えてもらえる施設となるよう、少

子高齢化等の社会の変化や各地域の実情等を踏まえながら、周辺施設との複合化や地域活動の

拠点確保等についても検討を進めていく必要があります。 

そこで、これらの点を考慮した整備を行うことで、地域とともにある学校施設を目指します。 


